
(仮称）カーメスト祖師谷（第１期）建設計画に関する説明会資料
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令和７年４月
東京都住宅供給公社

当説明会は、「世田谷区中高層建築物等の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例」、「世田谷区環境基本条例」及び
「建築基準法第５６条の２ただし書きによる許可」に基づく説明会です。なお、説明会は令和７年４月１９日（土）に行います。

問い合わせ先
　東京都住宅供給公社 住宅総合企画部 建設推進課 建設計画係
　03-3409-2261（代）



１.  案内図・計画概要
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縮尺：non scale

■敷地概要

 3時間/2時間（GL＋4ⅿ）    周辺一部　4時間/2.5時間（GL+1.5ｍ）

 祖師谷二丁目地区地区計画、祖師谷二丁目土地区画整理事業

所在地
地名地番  世田谷区祖師谷二丁目41番1ほか

住居表示  世田谷区祖師谷二丁目5番ほか

地域地区
用途地域等  第一種中高層住居専用地域

防火地域  準防火地域

高度地区

日影規制

その他

計画敷地

 19ｍ第２種高度地区（地区計画により高さの最高限度28.5ｍ）

敷地面積  団地全体：約70,000㎡

※　建設工事の方法や工事車両通行路等については、着工前に工事説明会を別途開催し、詳しくご説明します。

※　当計画概要は、建築物の基本事項（規模、配置、用途等）をまとめたものであり、

   　今後、関係諸官庁との協議その他により、記載内容の一部に変更が生じる場合があります。

※電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成（令和４年６月版）しています。周辺建物の位置等は、実際と異なる場合があります。
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階数/高さ  Ｎ棟：8階/約24.4ｍ  Ｓ棟：9階/約27.1ⅿ

計画

■建物概要（第１期）

 共同住宅

構造  RC造　計2棟

主要用途

住戸数

建築面積  Ｎ棟：約2,200㎡

間取り/面積帯  １R～3LDK/約25㎡～約80㎡

建ぺい率

延べ面積

容積率

緑化率  約36％

敷地面積  11,525.34㎡

■案内図

 Ｓ棟：約1,700㎡  合計：約3,900㎡

（容積対象面積）  合計：約15,500㎡ Ｓ棟：約7,800㎡ Ｎ棟：約7,700㎡

 合計：約18,200㎡ Ｓ棟：約9,000㎡ Ｎ棟：約9,200㎡

 約34％

 約135％

法定建ぺい率  60％（地区計画により50％）

法定容積率  200％（地区計画により150％）

 Ｎ棟：165戸（内、シニア住宅48戸）  Ｓ棟：160戸  合計：325戸

※　建設工事の着工は令和８年度夏頃、工事完了は令和10年度冬頃を予定しています。

   　ただし、工事スケジュールは変更となる場合があります。

基礎工法  杭基礎

2300117
四角形
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２．位置図
※電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成（令和４年６月版）しています。周辺建物の位置等は、実際と異なる場合があります。

※　本図は、建築物の基本的事項（規模、配置、用途等）をまとめたものであり、

　 　今後、関係諸官庁との協議その他により、記載内容の一部に変更が生じる場合があります。
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４．配置図・平面図
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※　計画建物に起因して電波障害が発生した場合は、現地調査の上、対応を協議させていただきます。

　　今後、関係諸官庁との協議その他により、記載内容の一部に変更が生じる場合があります。

※　本図は、建築物の基本的事項（規模、配置、用途等）をまとめたものであり、

※電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成（令和４年６月版）しています。周辺建物の位置は、実際と異なる場合があります。

配置図兼１階平面図















５．立面図
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５．立面図
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※　本図は、建築物の基本的事項（規模、配置、用途等）をまとめたものであり、 
　 　今後、関係諸官庁との協議その他により、記載内容の一部に変更が生じる場合があります。
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※電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成（令和４年６月版）しています。周辺建物の位置は、実際と異なる場合があります。

９． 第１期以外の既存建築物の日影について

昭和51（1976）年

～

昭和52（1977）年

年 事項

昭和31、32（1956、1957）年

～

拡大図（S＝1：1,200）

拡大図の範囲

　法令に適合していた既存建築物が、建築

基準法の改正などにより新たな規定に適合

しなくなった場合、その建築物を『既存不

用された規定のうち適合していない規定に

　既存不適格建築物は、新たに施行又は適

ついては増改築等を行うまで適用を除外さ

日影規制の経緯

等時間日影図（S＝1：5,000）

『既存不適格建築物』とは

　祖師谷住宅について、建設時には建築基準法等の法令に適合していましたが、その後の法改正により日影規制が導入されたため、

現行の日影規制に一部適合していない住棟があります（『既存不適格建築物』といいます）。そのため、第１期の建替えに伴い、

建築基準法第５６条の２ただし書きに定めのある、日影規制に係る特例許可の申請を行います。

　また、建替えをすることで、現行法令に適合していない箇所は将来的に解消されます。

　なお、第１期の建替えにより、現行法令に適合していない箇所が増加することはありません。

等時間日影線（5ｍ規制）

等時間日影線（10ｍ規制）

現行法令に適合していない箇所（5ｍ規制）

現行法令に適合していない箇所（10ｍ規制）

Ｎ

※　本図は「建築基準法第56条の2ただし書きによる許可」に関わる資料です。

昭和53（1978）年

第４期の既存建築物解体を経て、現行法令への不適合が解消

東京都日影規制条例※施行⇒一部の住棟が既存不適格建築物となる

建築基準法改正により日影規制創設

改正建築基準法施行（日影規制導入）

祖師谷住宅建設

※東京都日影による中高層建築物の高さの制限に関する条例

適格建築物』といいます。

れます。

Ｎ
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